
田辺市田辺市田辺市田辺市田辺市議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより

　3月定例会は、２月27日に開会し、３月26日
まで28日間の会期で開催されました。
　田辺市土地改良施設条例の一部改正をはじ
め、平成21年度一般会計・特別会計等の当初
予算など、市長提出議案57件と国の関係行政
庁に提出する意見書１件をすべて原案のとお
り可決しました。
　このほか専決処分事項についてを承認し、
平成21年度土地開発公社の事業の計画等５件
の報告を受けたほか、人権擁護委員候補者の
推薦については「異議なし」としました。
　また、３月11日から17日までの５日間にわ
たり、14人の議員が一般質問を行いました。

◇
田
辺
市
土
地
改
良
施
設
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
　

よ

そ

だ

に

　
誉
贈
谷
池
の
公
用
を
廃
止
す
る

た
め
改
正
す
る
も
の
。

◇
田
辺
市
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨

時
特
例
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　　　　　
平
成
二
十
一
年
度
の
介
護
報
酬

の
改
定
に
伴
う
介
護
保
険
料
の
急

激
な
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
、
基

金
を
設
置
す
る
も
の
。

◇
田
辺
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
　

　
統
計
法
の
改
正
等
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◇
地
籍
調
査
の
実
施
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
地
籍
調
査
の
実
施
結
果
に
よ
り

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◇
田
辺
市
企
業
立
地
の
促
進
等
に

よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の

形
成
及
び
活
性
化
の
た
め
の
固
定

資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
　

　
集
積
業
種
に
属
す
る
事
業
の
た

め
の
施
設
を
設
置
し
た
事
業
者
に

つ
い
て
、
当
該
施
設
の
用
に
供
す

る
家
屋
等
に
係
る
固
定
資
産
税
の

特
別
措
置
を
講
ず
る
た
め
制
定
す

る
も
の
。

◇
田
辺
市
議
会
議
員
及
び
田
辺
市

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
活
動
の

公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
用
ビ
ラ
の
作
成
に
つ
い
て
公
費

負
担
制
度
を
設
け
る
た
め
改
正
す

る
も
の
。

◇
田
辺
市
学
童
保
育
所
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
　

　
田
辺
市
立
中
部
学
童
保
育
所
を

設
置
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
。
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平成21年度一般会計予算など58議案を可決

平成21年３月定例会

▲学童保育所



田辺市田辺市田辺市田辺市田辺市議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより２２２２２

◇
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
里
親
制
度
の
見
直
し
等
が
行

わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

◇
田
辺
市
災
害
融
資
条
例
の
廃
止

に
つ
い
て
　

　
災
害
融
資
制
度
を
廃
止
す
る
も

の
。

◇
田
辺
市
短
期
滞
在
施
設
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
　

　
龍
神
村
福
井
に
新
た
に
短
期
滞

在
施
設
を
設
置
す
る
た
め
制
定
す

る
も
の
。

◇
田
辺
市
龍
神
山
路
紙
保
存
伝
承

施
設
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　

　
龍
神
村
安
井
に
新
た
に
龍
神
山

路
紙
保
存
伝
承
施
設
を
設
置
す
る

た
め
制
定
す
る
も
の
。

◇
田
辺
市
世
界
遺
産
熊
野
本
宮
館

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　

　
本
宮
町
本
宮
に
新
た
に
世
界
遺

産
熊
野
本
宮
館
を
設
置
す
る
た
め

制
定
す
る
も
の
。

◇
田
辺
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
　

　
公
営
住
宅
法
施
行
令
等
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
入
居
者
資
格
と
し

て
の
収
入
基
準
の
引
き
下
げ
等
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
う
経
過
措
置

を
定
め
る
た
め
改
正
す
る
も
の
。

◇
田
辺
市
教
育
奨
学
基
金
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
　

　
合
併
前
の
田
辺
市
教
育
奨
学
金

の
支
給
に
係
る
経
過
措
置
期
間
が

終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

◇
田
辺
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　

　
馬
我
野
小
学
校
及
び
静
川
小
学
校

を
廃
止
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
。

◇
田
辺
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
保
険
料
の
過
誤
納
金
の
還
付
又
は

充
当
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
た

め
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◇
田
辺
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
　

　
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二

十
三
年
度
ま
で
の
保
険
料
率
を
定

め
る
た
め
改
正
す
る
も
の
。

  

　
※
　
金
額
は
、
補
正
後
の
予
算
額

◇
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
九
号
）

　
　
四
一
三
億
七
五
三
三
万
三
千
円

◇
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）

　
　
一
○
九
億
八
一
七
三
万
九
千
円

◇
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
　
　
一
五
億
五
七
七
六
万
九
千
円

◇
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　
　
　
七
四
億
四
一
六
一
万
九
千
円

◇
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
文
里
港

整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
ニ
号
）

　
　
　
　
　
　
　
二
億
九
六
○
万
円

◇
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
交
通
災

害
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

　
　
　
　
　
　
二
○
三
二
万
五
千
円

◇
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
　
　
　
八
億
七
五
三
一
万
五
千
円

◇
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

　
　
　
　
三
億
八
九
四
七
万
七
千
円

◇
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
漁
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）

　
　
　
　
三
億
一
六
四
二
万
六
千
円

◇
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
戸
別
排

水
処
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

　
　
　
　
　
　
一
四
六
二
万
八
千
円

◇
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
砂
利
採
取
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
ニ
号
）

　
　
　
　
　
　
九
一
○
七
万
三
千
円

◇
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
十
号
）

　
　
　
　
四
二
六
億
九
○
五
八
万
円

　
　
　
※
　
金
額
は
、
当
初
の
予
算
額

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
一
般

会
計
予
算

三
五
七
億
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

〔
事
業
勘
定
〕

　
　
一
〇
七
億
九
八
〇
四
万
五
千
円

〔
直
営
診
療
施
設
勘
定
〕

　
　
　
　
　 

三
五
五
六
万
六
千
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
老
人

保
健
特
別
会
計
予
算二

三
二
万
九
千
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

十
六
億
四
四
九
七
万
五
千
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
七
五
億
九
〇
七
万
七
千
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
分
譲

宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

六
八
万
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
公
共
用

地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
予
算

四
七
一
〇
万
九
千
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
文
里

港
整
備
事
業
特
別
会
計
予
算

六
四
三
一
万
一
千
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
交
通

災
害
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算

一
五
一
九
万
八
千
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
同
和

対
策
住
宅
資
金
等
貸
付
事
業
特
別

会
計
予
算

一
億
二
一
一
万
七
千
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

三
億
一
四
二
八
万
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

三
億
八
五
四
三
万
七
千
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
林
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

一
五
八
八
万
一
千
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
漁
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
当
初
予
算
（
可
決
二
十
二
件
）

◆
補
正
予
算
（
可
決
十
二
件
）

▲龍神山路紙保存伝承施設
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三
五
八
四
万
五
千
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
特
定

環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算

五
九
〇
七
万
七
千
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
戸
別

排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算

二
五
八
六
万
六
千
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
診
療

所
事
業
特
別
会
計
予
算

四
億
六
一
五
五
万
八
千
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
駐
車

場
事
業
特
別
会
計
予
算

五
〇
五
五
万
三
千
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
砂
利

採
取
事
業
特
別
会
計
予
算

三
六
八
五
万
七
千
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
木
材

加
工
事
業
特
別
会
計
予
算

一
億
三
五
〇
五
万
三
千
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
四
村

川
財
産
区
特
別
会
計
予
算

三
二
八
七
万
四
千
円

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
水
道

事
業
会
計
予
算

二
一
億
一
八
八
一
万
七
千
円

◇
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
　

こ

ぜ

お

は

ら

　
小
瀬
小
原
線
道
路
改
良
工
事
の

変
更
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

◇
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
　

　
田
辺
第
一
小
学
校
管
理
棟
・
体

育
館
・
中
部
公
民
館
建
築
工
事
の

変
更
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

◇
民
事
調
停
の
申
立
て
に
つ
い
て

　
滞
納
家
賃
等
の
支
払
に
つ
い
て
、

納
付
指
導
に
応
じ
な
い
者
及
び
そ
の

連
帯
保
証
人
に
対
し
民
事
調
停
を
申

し
立
て
る
も
の
。

◇
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
　

　
十
八
路
線
に
つ
い
て
、
新
た
に
市

道
路
線
と
し
て
認
定
す
る
も
の
。

◇
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て
　

　
市
道
四
路
線
に
つ
い
て
、
路
線

の
変
更
を
行
う
も
の
。

◇
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
　

　
市
道
二
路
線
を
廃
止
す
る
も
の
。

◇
専
決
処
分
事
項
に
つ
い
て
　

　
平
成
二
十
年
度
田
辺
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
八
号
）

◇
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　
損
害
賠
償
（
一
件
）
の
額
を
定

◆
人
事
案
件
（
一
件
）

◆
承
　
認
（
一
件
）

◆
報
　
告
（
五
件
）

◆
そ
の
他
議
案(

可
決
六
件)

　

　
次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

定
に
基
づ
き
、
関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

定
に
基
づ
き
、
関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

定
に
基
づ
き
、
関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

定
に
基
づ
き
、
関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

◆
安
全
・
安
心
な
地
球
環

境
を
守
る
た
め
に
「
気
候

保
護
法
」
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書
（
要
旨
）

　
昨
年
、
京
都
議
定
書
の
第
一
約

束
期
間
が
始
ま
っ
た
が
、
我
が
国

の
対
策
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、

二
酸
化
炭
素
を
中
心
と
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は
依
然
と
し

て
増
え
続
け
て
い
る
。

　
一
方
、
気
候
変
動
に
よ
る
悪
影

響
が
世
界
各
地
で
顕
著
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
世
代

に
安
全
・
安
心
な
地
球
環
境
を
引

き
継
げ
ず
、
私
た
ち
自
身
の
生
活

の
安
全
や
経
済
活
動
の
基
盤
に
も

深
刻
な
影
響
が
及
び
か
ね
な
い
状

況
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
七
月
に

開
催
さ
れ
た
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で

は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
を
半
減
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
が
合
意
さ
れ
、
そ
の
た
め
先

進
国
は
、
二
〇
〇
七
年
の
バ
リ
合

意
に
沿
っ
て
、
率
先
し
て
大
幅
な

削
減
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
日
本
で
も
、
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
の
中
長
期
的
な
削
減
目
標
を

設
定
し
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
施
策
を
包
括
的
か
つ
総
合

的
に
導
入
・
策
定
し
、
実
践
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
具
体
策
と
し
て
、
日
本
が

責
任
を
持
っ
て
対
応
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
は
京
都
議
定
書
の
六
％

削
減
目
標
を
守
り
、
さ
ら
に
大
幅

な
排
出
削
減
に
向
け
た
経
路
を
法

律
で
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
排
出
削
減
の
実
効
性

を
担
保
す
る
た
め
の
制
度
と
し

て
、
炭
素
税
や
“
キ
ャ
ッ
プ
・
ア

ン
ド
・
ト
レ
ー
ド
”
型
の
排
出
量

取
引
等
の
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

で
炭
素
に
価
格
を
つ
け
、
脱
温
暖

化
の
経
済
社
会
を
構
築
し
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
よ
う
な
固
定
価

格
買
い
取
り
制
度
な
ど
を
実
現
す

べ
き
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、

上
記
内
容
の
実
現
を
約
束
す
る
法

律
の
制
定
を
強
く
要
請
す
る
。

【
提
出
先
】

　
内
閣
総
理
大
臣
・
外
務
大
臣
・

経
済
産
業
大
臣
・
国
土
交
通
大

臣
・
環
境
大
臣
・
衆
議
院
議
長
・

参
議
院
議
長

め
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
専

決
処
分
し
た
も
の
。

◇
平
成
二
十
一
年
度
田
辺
市
土
地
開

発
公
社
の
事
業
の
計
画
に
つ
い
て

◇
平
成
二
十
一
年
度
財
団
法
人
田

辺
市
社
会
教
育
振
興
会
の
事
業
の

計
画
に
つ
い
て

◇
平
成
二
十
一
年
度
財
団
法
人
龍

神
村
開
発
公
社
の
事
業
の
計
画
に

つ
い
て
　

◇
平
成
二
十
一
年
度
有
限
会
社
龍

神
温
泉
元
湯
の
事
業
の
計
画
に
つ

い
て
　

　
以
上
四
件
は
、
市
の
出
資
団
体

の
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て

報
告
す
る
も
の
。

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　
任
期
満
了
に
よ
る
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て
、
各
委
員
を
法
務
大

臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

「
異
議
な
し
」
と
し
た
。

　
委
員
候
補
者
は
次
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
司
枝
氏

　
　
　
　
　
　
　
中
田
智
津
子
氏
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公
共
工
事
の
入
札
に
つ
い
て

早
急
に
入
札
方
法
を
変

更
す
べ
き
で
な
い
か

問
平
成
十
九
年
度
か
ら
設
計
金

額
二
千
万
円
以
上
の
公
共
工

事
を
対
象
に
条
件
付
き
一
般
競
争

入
札
を
導
入
し
、
本
年
度
か
ら

は
、
対
象
を
設
計
金
額
五
百
万
円

以
上
に
拡
大
し
ま
し
た
。
総
合
評

価
方
式
の
導
入
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
け
る
入
札
結
果
等
の
公
表
な

ど
、
透
明
で
適
正
な
競
争
性
の
確

保
と
工
事
の
品
質
の
確
保
を
目
指

し
、
二
年
連
続
で
入
札
方
針
を
見

直
し
ま
し
た
。
ま
た
、
入
札
の
方

針
と
し
て
、
市
内
事
業
者
で
施
工

可
能
な
も
の
は
、
で
き
る
限
り
市

内
の
事
業
者
に
発
注
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
中
で
発

注
者
と
受
注
者
が
と
も
に
努
力
を

重
ね
る
こ
と
で
、
工
事
の
品
質
を

確
保
し
つ
つ
コ
ス
ト
の
削
減
に
努

め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
現
状
の

入
札
制
度
に
満
足
す
る
こ
と
な

く
、
よ
り
良
い
入
札
制
度
を
目
指

し
改
革
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

答

住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補

助
金
の
補
助
額
を
増
額

す
る
べ
き
で
は
な
い
か

問
耐
震
改
修
が
進
ま
な
い
理
由

の
一
つ
と
し
て
、
経
済
的
負

担
の
大
き
さ
が
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
解
消
策
と
し
て
、
補
助

金
の
支
給
な
ど
、
自
己
負
担
額
の

軽
減
に
つ
な
げ
る
た
め
の
各
種
施

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
耐
震
改

修
補
助
金
と
し
て
、
工
事
費
の
三

分
の
二
で
上
限
六
○
万
円
を
支
給

し
て
い
る
ほ
か
、
平
成
二
十
年
度

か
ら
は
低
所
得
者
向
け
の
助
成
制

度
を
新
設
し
て
お
り
、
平
成
二
十

一
年
度
か
ら
は
耐
震
改
修
設
計
費

に
対
す
る
補
助
制
度
も
創
設
す
る

答

予
算
大
綱
か
ら

田
辺
市
定
員
適
正
化
計

画
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
見
込
み
は
ど
う
か

問
現
在
の
計
画
は
、
平
成
十
七

年
度
か
ら
平
成
二
十
一
年
度

ま
で
の
五
年
間
で
、
合
併
時
の
職

員
数
九
百
九
十
三
人
を
六
十
五
人

削
減
し
、
九
百
二
十
八
人
と
す
る

も
の
で
し
た
。
進
捗
状
況
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
の
職

員
数
が
九
百
十
四
人
と
な
る
予
定

で
、
四
年
間
で
七
十
九
人
の
削
減

と
な
り
、
一
年
前
倒
し
で
計
画
が

達
成
で
き
る
見
通
し
の
た
め
、
新

た
に
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
五
年

間
の
計
画
を
来
年
度
中
に
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
際

に
は
、
施
策
の
見
直
し
や
事
務
処

理
の
効
率
化
等
を
的
確
に
反
映
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
今

後
に
お
き
ま
し
て
も
、
事
務
量
を

見
極
め
な
が
ら
適
正
な
職
員
配
置

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答

行
政
改
革
に
つ
い
て

行
政
改
革
の
取
組
成
果

と
今
後
の
目
標
は

問
新
市
発
足
後
に
行
政
改
革
の

指
針
と
な
る
行
政
改
革
大
綱

と
、
そ
の
具
体
的
な
取
組
内
容
を

示
し
た
行
政
改
革
第
一
次
実
施
計

画
を
策
定
し
、
民
間
委
託
の
推
進

や
職
員
数
の
削
減
な
ど
行
政
の
ス

リ
ム
化
、
効
率
化
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
各
種
事
務
事
業
や
負
担

金
、
補
助
金
等
の
見
直
し
な
ど
に

よ
り
経
常
的
な
経
費
を
削
減
す
る

一
方
で
、
広
報
紙
等
へ
の
有
料
広

告
掲
載
な
ど
歳
入
確
保
に
も
努
め

た
結
果
、
七
億
円
を
超
え
る
財
政

効
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
学
び
あ

い
講
座
の
実
施
を
は
じ
め
、
体
育

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
や
地
方
税
電

子
申
告
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
市
政

未
来
ポ
ス
ト
の
開
設
や
一
日
市
長

室
の
実
施
な
ど
、
経
費
削
減
な
ど

の
財
政
効
果
だ
け
を
追
求
す
る
の

で
は
な
く
、
各
種
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
地
方
分
権
の
担
い
手

と
し
て
行
政
体
制
の
整
備
を
進
め

る
た
め
、
職
員
の
意
識
改
革
や
資

質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
市

答

防
災
対
策
に
つ
い
て

学
校
施
設
耐
震
化
の
取

り
組
み
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か

問
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い

て
は
、
昨
年
六
月
の
地
震
防

災
対
策
特
別
措
置
法
改
正
に
よ
る

国
庫
補
助
率
の
引
き
上
げ
等
を
受

け
て
取
り
組
み
を
加
速
し
て
お

り
、
三
月
末
に
は
昭
和
五
十
六
年

以
前
に
建
築
し
た
非
木
造
建
物
が

あ
る
学
校
の
う
ち
、
耐
震
化
の
必

要
な
小
中
学
校
二
十
一
校
す
べ
て

の
耐
震
二
次
診
断
が
完
了
し
ま

す
。

　
今
後
、
こ
の
診
断
結
果
を
踏
ま

え
て
、
早
急
に
耐
震
化
の
年
次
計

画
を
策
定
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
が
、
地
震
対
策
特

別
措
置
法
が
平
成
二
十
二
年
度
ま

で
の
時
限
立
法
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
庫
補
助
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
に
も
、
国
庫
補
助
率

の
引
上
げ
対
象
で
あ
る
構
造
耐
震

指
標
（
　
値
）
〇
．
三
未
満
の
学

答

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
な
が

ら
、
さ
ら
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん

だ
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Is

予
定
で
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
通
じ

て
、
少
し
で
も
経
済
的
負
担
の
少

な
い
耐
震
改
修
工
事
を
行
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲田辺市行政改革第1次実
施計画
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消
防
施
設
に
つ
い
て

消
防
庁
舎
の
建
設
を
早

急
に
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
問

消
防
庁
舎
の
建
設
は
、
田
辺

市
総
合
計
画
の
中
で
も
重
要

課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、

合
併
の
効
果
を
実
現
す
る
た
め

に
、
早
期
の
完
成
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
課
題
点
と
し
て
、
一

つ
に
消
防
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
対

応
が
あ
り
、
平
成
二
十
八
年
五
月

ま
で
の
移
行
に
向
け
、
和
歌
山
県

で
は
消
防
無
線
の
有
効
活
用
と
経

費
の
削
減
を
目
的
に
、
県
域
を
一

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
事
業
実
施

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
二
つ
目
に
消
防
広
域
化
へ
の

取
り
組
み
が
あ
り
、
消
防
体
制
の

強
化
を
目
的
に
、
県
下
の
十
七
消

防
本
部
を
五
つ
の
消
防
本
部
に
再

編
す
る
計
画
で
、
平
成
二
十
四
年

度
中
の
実
現
を
目
指
し
て
進
め
て

い
ま
す
。

答

介
護
問
題
に
つ
い
て

介
護
施
設
を
充
実
し

て
、
介
護
者
の
負
担
を

減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み

を
ど
う
進
め
る
の
か

問
市
で
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
施
設
へ

の
入
所
待
機
者
数
が
多
数
い
る
実
情

か
ら
、
施
設
整
備
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。

　 答

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

第
一
期
障
害
福
祉
計
画

の
成
果
と
今
後
の
課
題

は
何
か

問
第
一
期
障
害
福
祉
計
画
の
成

果
と
し
て
は
、
基
本
と
な
る

施
設
入
所
者
が
地
域
生
活
へ
移
行

し
た
人
数
と
作
業
所
等
の
福
祉
施

答

柔
軟
で
広
範
な
農
業
政
策
に

つ
い
て農

家
に
対
し
、
様
々
な

支
援
策
の
情
報
提
供
を

問
農
林
水
産
省
が
平
成
二
十
一

年
度
に
予
定
し
て
い
る
補
助

事
業
は
三
百
余
り
で
、
非
常
に
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
県
に
お

い
て
も
、
県
の
農
業
事
情
に
即
し

た
支
援
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
市

に
お
い
て
も
国
県
の
事
業
を
取
捨

選
択
し
な
が
ら
、
当
地
域
の
実
情

答

　
今
年
度
は
、
三
年
に
一
度
の
介

護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
時
期

で
あ
り
、
和
歌
山
県
の
第
四
期
介

護
保
険
事
業
支
援
計
画
で
あ
る

「
わ
か
や
ま
長
寿
プ
ラ
ン
２
０
０

９
」
で
は
、
田
辺
・
西
牟
婁
保
健

福
祉
圏
域
で
、
新
た
に
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
五
十
床
、
従
来
型
老

人
保
健
施
設
百
十
四
床
を
増
床
す

る
こ
と
が
目
標
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
市
で
は
、
第
四
期
田
辺
市
介
護

保
険
事
業
計
画
で
地
域
密
着
型
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
整
備
目
標

を
掲
げ
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
特

に
認
知
症
要
介
護
者
の
入
所
施
設

で
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備

促
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
在

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
あ
わ

せ
て
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

設
か
ら
一
般
就
労
へ
と
つ
な
が
っ

た
人
数
の
数
値
目
標
が
、
達
成
又

は
ほ
ぼ
達
成
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
と
、
地
域
生
活
支
援
の
た

め
の
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
た

め
、
「
田
辺
市
障
害
児
・
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
ふ
る
」
を
設

置
し
た
点
で
す
。

　
今
後
は
、
第
一
期
で
設
定
し
て

い
た
平
成
二
十
三
年
度
末
の
数
値

目
標
の
見
直
し
等
を
行
い
な
が

ら
、
新
た
に
平
成
二
十
一
年
度
か

ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
年
度

ご
と
に
、
障
害
者
の
入
所
施
設
か

ら
の
地
域
移
行
や
一
般
就
労
に
つ

い
て
も
、
新
た
な
目
標
数
値
の
設

定
を
予
定
す
る
中
で
、
「
西
牟
婁

圏
域
自
立
支
援
協
議
会
」
や
「
田

辺
市
障
害
児
・
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
ゆ
め
ふ
る
」
を
活
用
し
な
が

ら
、
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
数

値
目
標
を
達
成
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

や
要
望
を
踏
ま
え
て
、
当
市
の
農

業
振
興
に
必
要
な
も
の
を
単
独
事

業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
及
び
農
家
に
対
す
る
支
援

の
た
め
の
補
助
事
業
や
各
種
制
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
や
Ｊ
Ａ
等

と
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
す
る

と
と
も
に
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
迅

速
か
つ
効
果
的
な
情
報
伝
達
を
行

い
な
が
ら
、
有
効
な
農
業
施
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
消
防
の
庁
舎
建
設
は
、
こ
う
し

た
消
防
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
消

防
広
域
化
の
状
況
に
よ
っ
て
大
き

く
影
響
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
で

は
こ
れ
ら
の
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

校
か
ら
優
先
し
て
耐
震
化
を
実
施

し
、
来
年
度
か
ら
耐
震
補
強
の
た

め
の
建
築
設
計
等
、
耐
震
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲田辺市消防本部

▲田辺市高齢者複合福祉施
設｢たきの里｣

▲田辺市障害者計画及び障害福
祉計画
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元
気
か
い
！
集
落
応
援
事
業
等

の
充
実
を

声
か
け
活
動
の
際
の
意

見
や
要
望
を
ど
う
い
う

施
策
に
つ
な
げ
て
い
っ
た

の
か

問
行
政
局
単
位
で
実
施
し
て
い

る
「
声
か
け
活
動
」
は
行
政

と
住
民
と
の
情
報
交
流
の
場
を
創

出
す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
の

様
々
な
課
題
を
お
聞
き
す
る
貴
重

な
機
会
で
す
。

　
鳥
獣
害
防
止
対
策
事
業
を
活
用

し
た
防
護
施
設
の
設
置
を
奨
励
し

た
り
、
飲
料
水
施
設
整
備
事
業
を

活
用
し
た
簡
易
給
水
施
設
の
整
備

に
よ
っ
て
飲
料
水
の
安
定
供
給
を

実
現
で
き
た
こ
と
な
ど
、
こ
の
活

動
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
整
備
が

図
ら
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
今
後

も
こ
の
活
動
等
を
通
し
て
得
ら
れ

た
ご
意
見
や
把
握
し
た
地
域
の
状

答

花
粉
症
対
策
に
つ
い
て

花
粉
の
少
な
い
森
づ
く

り
を
進
め
て
は
ど
う
か

問
花
粉
症
対
策
は
全
国
的
な
課

題
で
あ
り
、
花
粉
症
発
症
の

要
因
の
一
つ
で
あ
る
ス
ギ
花
粉
の

発
生
や
飛
散
量
を
抑
制
す
る
た

め
、
国
で
は
無
花
粉
ス
ギ
品
種
等

の
開
発
や
そ
の
苗
木
の
生
産
体
制

の
整
備
、
花
粉
の
少
な
い
森
林
転

換
等
の
促
進
等
、
花
粉
発
生
源
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
和
歌
山
県
で
も
本

年
度
「
ス
ギ
花
粉
発
生
源
対
策
推

進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
花
粉
症

対
策
品
種
の
開
発
、
苗
木
の
供
給

体
制
の
整
備
及
び
花
粉
の
少
な
い

森
林
へ
の
転
換
等
を
推
進
し
て
お

り
、
本
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年

度
ま
で
の
間
に
お
け
る
花
粉
対
策

品
種
へ
の
植
え
替
え
等
の
目
標
を

掲
げ
、
現
在
、
林
業
試
験
場
で

は
、
無
花
粉
・
小
花
粉
ス
ギ
品
種

苗
を
、
平
成
二
十
三
年
度
出
荷
開

始
を
目
指
し
て
生
産
し
て
い
る
状

況
で
す
。
市
で
は
、
国
・
県
の
関

係
機
関
で
総
合
的
か
つ
一
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
花
粉
症
対
策
に

基
づ
く
必
要
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

旧
中
辺
路
町
最
終
処
分
場
跡

に
つ
い
て

現
状
と
今
後
の
取
り
組

み
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か

問
合
併
前
の
旧
中
辺
路
町
で

は
、
近
露
地
内
の
借
り
受
け

た
用
地
に
昭
和
六
十
年
四
月
か
ら

「
中
辺
路
不
燃
物
処
理
場
」
と
し

て
一
般
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
十
五
年

九
月
ま
で
の
十
八
年
半
の
間
に
、

こ
れ
ら
の
廃
棄
物
二
，
六
六
四
立

方
メ
ー
ト
ル
を
埋
め
立
て
ま
し

た
。
な
お
、
埋
立
終
了
後
、
悪
臭

や
ガ
ス
発
生
状
況
、
地
下
水
等
の

水
質
状
況
と
い
っ
た
環
境
保
全
調

査
を
実
施
し
、
周
辺
の
環
境
に
影

響
が
な
い
と
い
う
結
果
を
得
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
六
年
三
月

に
所
有
者
で
あ
る
社
団
法
人
近
野

振
興
会
に
土
地
を
返
還
し
て
い
ま

す
。
今
回
掘
り
返
さ
れ
た
廃
棄
物

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
来
行
為
者

の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
処
分
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
現
在
、

国
・
県
等
の
関
係
機
関
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

答

学
童
保
育
所
の
増
設
に
つ
い

て

学
童
保
育
所
を
増
設
す

る
べ
き
で
は
な
い
か

問
市
内
の
学
童
保
育
所
は
、
平

成
二
十
年
度
現
在
、
八
カ
所

の
公
設
学
童
保
育
所
と
民
間
の
社

会
福
祉
法
人
に
よ
る
学
童
保
育
所

一
カ
所
の
合
計
九
カ
所
あ
り
、
年

間
三
百
三
十
人
の
児
童
が
利
用
し

て
お
り
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら

は
、
新
た
に
田
辺
第
一
小
学
校
で

中
部
学
童
保
育
所
が
開
設
さ
れ
ま

す
。
学
童
保
育
所
の
開
設
は
、
対

象
世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
概
ね
二
十
名
以
上
の
希
望

者
が
あ
り
、
空
き
教
室
等
の
条
件

が
整
え
ば
、
保
護
者
、
教
育
委
員

会
、
学
校
等
と
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
ま
す
。
学
童
保
育
所
は
、

児
童
が
安
心
・
安
全
で
過
ご
せ
る

居
場
所
を
確
保
し
、
保
護
者
が
安

心
し
て
就
労
等
が
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
る
も
の
で
、
市
で
は
、
今

後
も
定
期
的
に
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

把
握
に
努
め
、
学
校
や
地
域
の
状

況
等
を
把
握
す
る
中
で
、
財
源
と

の
調
整
も
図
り
な
が
ら
、
計
画
的

か
つ
適
切
な
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

ニ
○
一
五
和
歌
山
国
体
開
催

に
向
け
た
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て施

設
整
備
の
予
定
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か

問
大
会
会
場
地
市
町
村
第
一
次

選
定
に
お
い
て
、
田
辺
市
は

サ
ッ
カ
ー
（
少
年
男
子
）
・
ボ
ク

シ
ン
グ
・
軟
式
野
球
（
成
年
男

子
）
・
弓
道
の
四
競
技
が
公
表
さ

れ
て
お
り
、
南
紀
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
及
び
市
の
施
設
で
の
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
体
を
一

過
性
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
終
わ
ら
せ
ず
、
終
了
後
も
地
域

の
活
性
化
等
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
施
設
整
備
に
つ
い

て
は
県
と
と
も
に
協
議
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国

体
開
催
一
年
前
に
は
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
二
十
五
年
度
末
ま
で
に
施
設

整
備
を
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
期
に
県
と
の
合
同
協

議
を
開
始
し
、
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 況
な
ど
か
ら
、
新
規
の
業
務
や
既

存
事
業
の
拡
充
等
、
新
た
な
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

▲行政局職員による｢声かけ
運動｣
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【
研
究
研
修
費
】

　
会
派
が
研
究
会
若
し
く
は
研
修
会
を
開
催

す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
又
は
会
派
に
所
属

す
る
議
員
等
が
他
の
団
体
の
開
催
す
る
研
究

会
若
し
く
は
研
修
会
に
参
加
す
る
た
め
に
必

要
な
経
費

【
調
査
旅
費
】

　
会
派
の
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必

要
な
先
進
地
調
査
又
は
現
地
調
査
に
要
す
る

経
費

【
資
料
作
成
費
】

　
会
派
の
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必

要
な
資
料
の
作
成
に
要
す
る
経
費

【
資
料
購
入
費
】

　
会
派
の
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必

要
な
図
書
、
資
料
等
の
購
入
に
要
す
る
経
費

【
広
報
費
】

　
会
派
の
調
査
研
究
活
動
、
議
会
活
動
、
市

の
政
策
等
に
つ
い
て
住
民
に
広
報
し
、
又
は

報
告
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

【
広
聴
費
】

　
会
派
が
市
又
は
会
派
の
政
策
等
に
対
す
る

住
民
の
要
望
又
は
意
見
を
聴
く
た
め
の
会
議

等
に
要
す
る
経
費

【
人
件
費
】

　
会
派
の
行
う
調
査
研
究
活
動
を
補
助
す
る

職
員
を
雇
用
す
る
経
費

【
事
務
所
費
】

　
会
派
の
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必

要
な
事
務
所
の
設
置
及
び
管
理
に
要
す
る
経

費【
そ
の
他
の
経
費
】

　
上
記
以
外
の
経
費
で
会
派
の
行
う
調
査
研

究
活
動
に
必
要
な
経
費

■
支
出
項
目
の
説
明

　
政
務
調
査
費
と
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
「
田

辺
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
」
を
定

め
て
、
議
員
の
調
査
研
究
に
資
す
る
た
め
必
要
な
経
費

の
一
部
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
当
市
で
は
、
会
派
に
対
し
て
、
会
派
の
所
属
議
員
数

に
月
額
二
万
円
を
乗
じ
た
額
が
支
給
さ
れ
、
使
途
基
準

は
、
「
田
辺
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条

例
施
行
規
則
」
で
定
め
、
議
会
の
申
し
合
わ
せ
に
よ

り
、
す
べ
て
の
支
出
に
対
し
領
収
書
の
写
し
を
添
付
す

る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
派
の
代
表
者
は
、
年
度
ご
と
に
収
支
報
告

書
を
作
成
し
、
残
余
金
が
生
じ
た
場
合
は
返
還
し
て
お

り
、
収
支
報
告
書
は
市
民
の
皆
様
に
閲
覧
し
て
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
田
辺
市
議
会
事
務
局
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
二
十
年
度
に
交
付
さ
れ
た
政
務
調
査
費

の
収
支
報
告
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
く
ま
の
ク
ラ
ブ
】

【
く
ま
の
ク
ラ
ブ
】

【
く
ま
の
ク
ラ
ブ
】

【
く
ま
の
ク
ラ
ブ
】

【
く
ま
の
ク
ラ
ブ
】

○
棒
引
昭
治
　
山
本
紳
次

　
高
垣
幸
司
　
陸
平
輝
昭

　
久
保
隆
一

【
清
新
会
】

【
清
新
会
】

【
清
新
会
】

【
清
新
会
】

【
清
新
会
】

○
白
川
公
一
　
吉
田
克
己

　
森
　
哲
男
　
山
本
勝
一

　
岡
﨑
宏
道

【
紀
新
会
】

【
紀
新
会
】

【
紀
新
会
】

【
紀
新
会
】

【
紀
新
会
】

○
安
達
克
典
　
谷
口
和
樹
　

　
鈴
木
太
雄
　
塚
　
寿
雄

　
松
本
平
男

【
緑
風
会
】

【
緑
風
会
】

【
緑
風
会
】

【
緑
風
会
】

【
緑
風
会
】

○
吉
本
忠
義
　
山
口
　
進

　
田
中
康
雅

【
誠
和
会
】

【
誠
和
会
】

【
誠
和
会
】

【
誠
和
会
】

【
誠
和
会
】

○
宮
本
正
信
　
松
下
泰
子

　
中
本
賢
治

【
日
本
共
産
党
】

【
日
本
共
産
党
】

【
日
本
共
産
党
】

【
日
本
共
産
党
】

【
日
本
共
産
党
】

○
真
砂
み
よ
子
　
川
﨑
五
一

　
久
保
浩
二

【
公
明
党
】

【
公
明
党
】

【
公
明
党
】

【
公
明
党
】

【
公
明
党
】

○
小
川
浩
樹
　
佐
井
昭
子

　
出
水
豊
数

【
市
政
会
】

【
市
政
会
】

【
市
政
会
】

【
市
政
会
】

【
市
政
会
】

○
宮
田
政
敏
　
大
倉
勝
行

【
無
所
属
】

【
無
所
属
】

【
無
所
属
】

【
無
所
属
】

【
無
所
属
】

　
天
野
正
一

   

　 

（
○
は
会
派
代
表
者
）

※
会
派
と
は
、
同
じ
考
え
や
意

見
を
市
政
に
効
果
的
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
同
じ
主
義
・
主
張

を
持
っ
た
議
員
が
集
ま
っ
て
結

成
し
て
い
ま
す
。

研究研修費 12％

   資料購入費 15.7％

広報費 8.6％
資料作成費 6.6％

調査旅費 53.1％

政務調査費使途内訳〔全体〕政務調査費使途内訳〔全体〕政務調査費使途内訳〔全体〕政務調査費使途内訳〔全体〕政務調査費使途内訳〔全体〕

事務所費 3.9％ その他の経費 0％
人件費 0％

広聴費 0.1％

平成平成平成平成平成2 02 02 02 02 0 年度年度年度年度年度会派構成会派構成会派構成会派構成会派構成

５人

1,200,000

1,090

0

650,700

0

80,210

0

0

0

0

0

730,910

470,180

５人

1,200,000

1,157

0

582,311

0

196,260

0

0

0

0

0

778,571

422,586

５人

1,200,000

765

166,365

545,870

181,207

50,905

0

2,625

0

0

0

946,972

253,793

２人

480,000

438

107,680

372,380

0

0

0

0

0

0

0

480,060

378

30人

7,200,000

6,148

661,183

2,928,045

361,864

865,352

477,272

2,625

0

215,152

0

5,511,493

1,694,655

３人

720,000

731

75,440

153,251

4,528

81,936

0

0

0

207,786

0

522,941

197,790

３人

720,000

389

159,930

0

43,724

61,064

448,305

0

0

7,366

0

720,389

0

３人

720,000

739

0

227,980

61,900

236,837

0

0

0

0

0

526,717

194,022

３人

720,000

640

151,768

234,460

0

153,905

28,967

0

0

0

0

569,100

151,540

所属会派名 くまのクラブ 清新会 紀新会 緑風会 誠和会 日本共産党 公明党 市政会

交付額

預金利息

研究研修費

調査旅費

資料作成費

資料購入費

広報費

広聴費

人件費

事務所費

その他の経費

会派人数

収
入

支
　
　
　
　
出

返還額

合計

無所属

１人

240,000

199

0

161,093

70,505

4,235

0

0

0

0

0

235,833

4,366

合計

政務調査費使途内訳〔会派別〕政務調査費使途内訳〔会派別〕政務調査費使途内訳〔会派別〕政務調査費使途内訳〔会派別〕政務調査費使途内訳〔会派別〕 （単位：円）
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２月27日  １日目　議案の提案説明
３月２日  ２日目　議案の提案説明・議案に対する質疑及び付託
　　11日　３日目　委員長報告・議案審議・一般質問（３人）・追加議案に対する提案説明、質疑及び付託
　　12日　４日目　一般質問（３人）
　　13日　５日目　一般質問（３人）
　　16日　６日目　一般質問（３人）
　　17日　７日目　一般質問（２人）・委員長報告・議案審議・議案に対する質疑及び付託
    26日　８日目　委員長報告・議案審議

ぎかいかつどうにっし

２月４日　文教民生委員会（学校給食規格外納入の件）
　　９日  文教民生委員会（東陽中学校校舎視察ほか）
　　23日  議会運営委員会（３月定例会運営について）
　　〃　  文教民生委員会（学校給食規格外納入の件）
３月４日  産業環境委員会（付託議案審査について）
　　〃　  文教民生委員会（付託議案審査について）
　　５日  総務企画委員会（付託議案審査について）
　　〃　  建設消防委員会（付託議案審査について）
　　11日　総務企画委員会（委員長報告について）
　　〃　　産業環境委員会（委員長報告について）
　　〃　　建設消防委員会（委員長報告について）
　　〃　　文教民生委員会（委員長報告について）
　　12日　総務企画委員会（付託議案審査について）
　　13日　高速道路及び国道バイパス促進特別委員会
　　　 　（委員長報告について）

３月16日　総務企画委員会（委員長報告について）
　　〃　　議会運営委員会（３月定例会運営について）
　　17日　産業環境委員会（付託議案審査について）
　　〃　　文教民生委員会（付託議案審査について）
　　18日　産業環境委員会（付託議案審査について）
　　〃　　文教民生委員会（付託議案審査について）
　　19日　総務企画委員会（付託議案審査について）
　　〃　　建設消防委員会（付託議案審査について）
　　23日　総務企画委員会（付託議案審査について）
　　〃　　建設消防委員会（付託議案審査について）
　　26日　総務企画委員会（委員長報告について）
　　〃　　産業環境委員会（委員長報告について）
　　〃　　建設消防委員会（委員長報告について）
　　〃　　文教民生委員会（委員長報告について）
    〃  　議会運営委員会（最終日の日程等について）

　　　　　
次
回
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、

次
回
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、

次
回
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、

次
回
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、

次
回
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、

（（（（（
６
月
定
例
会

６
月
定
例
会

６
月
定
例
会

６
月
定
例
会

６
月
定
例
会
の
報
告
）

の
報
告
）

の
報
告
）

の
報
告
）

の
報
告
）

≪連絡先≫≪連絡先≫≪連絡先≫≪連絡先≫≪連絡先≫
　　田辺市議会事務局　　田辺市議会事務局　　田辺市議会事務局　　田辺市議会事務局　　田辺市議会事務局
　　〒　　〒　　〒　　〒　　〒6 4 6 - 8 5 4 56 4 6 - 8 5 4 56 4 6 - 8 5 4 56 4 6 - 8 5 4 56 4 6 - 8 5 4 5 　田辺市新屋敷町１番地　田辺市新屋敷町１番地　田辺市新屋敷町１番地　田辺市新屋敷町１番地　田辺市新屋敷町１番地
                         ＴＥＬ　ＴＥＬ　ＴＥＬ　ＴＥＬ　ＴＥＬ　0739-26-99400739-26-99400739-26-99400739-26-99400739-26-9940（直）（直）（直）（直）（直）
                         ＦＡＸ　ＦＡＸ　ＦＡＸ　ＦＡＸ　ＦＡＸ　0739-25-55790739-25-55790739-25-55790739-25-55790739-25-5579
     E-     E-     E-     E-     E-ｍｍｍｍｍailailailailail　　　　　gikai@city.tanabe.lg.jpgikai@city.tanabe.lg.jpgikai@city.tanabe.lg.jpgikai@city.tanabe.lg.jpgikai@city.tanabe.lg.jp
     http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/     http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/     http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/     http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/     http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/

８８８８８

☆本会議☆本会議☆本会議☆本会議☆本会議

☆委員会等☆委員会等☆委員会等☆委員会等☆委員会等

　議会日程の詳細や市議会だよりの内容等について、ご意見・ご質問等があ議会日程の詳細や市議会だよりの内容等について、ご意見・ご質問等があ議会日程の詳細や市議会だよりの内容等について、ご意見・ご質問等があ議会日程の詳細や市議会だよりの内容等について、ご意見・ご質問等があ議会日程の詳細や市議会だよりの内容等について、ご意見・ご質問等があ

りましたら、次までご連絡ください。りましたら、次までご連絡ください。りましたら、次までご連絡ください。りましたら、次までご連絡ください。りましたら、次までご連絡ください。

　また、ホームページでは、議会の情報や会議録もご覧いただけます。　また、ホームページでは、議会の情報や会議録もご覧いただけます。　また、ホームページでは、議会の情報や会議録もご覧いただけます。　また、ホームページでは、議会の情報や会議録もご覧いただけます。　また、ホームページでは、議会の情報や会議録もご覧いただけます。

　市議会は年４回（３月・６月・９月・市議会は年４回（３月・６月・９月・市議会は年４回（３月・６月・９月・市議会は年４回（３月・６月・９月・市議会は年４回（３月・６月・９月・1 21 21 21 21 2 月）定例会を開催しています。月）定例会を開催しています。月）定例会を開催しています。月）定例会を開催しています。月）定例会を開催しています。
　議会では市民の皆さんの生活に密着した重要な問題が審議されています。　議会では市民の皆さんの生活に密着した重要な問題が審議されています。　議会では市民の皆さんの生活に密着した重要な問題が審議されています。　議会では市民の皆さんの生活に密着した重要な問題が審議されています。　議会では市民の皆さんの生活に密着した重要な問題が審議されています。
　市政を知る良い機会として、お気軽に足を運んでみませんか。　市政を知る良い機会として、お気軽に足を運んでみませんか。　市政を知る良い機会として、お気軽に足を運んでみませんか。　市政を知る良い機会として、お気軽に足を運んでみませんか。　市政を知る良い機会として、お気軽に足を運んでみませんか。

次 の 議 会 は ６ 月 定 例 会 で す次 の 議 会 は ６ 月 定 例 会 で す次 の 議 会 は ６ 月 定 例 会 で す次 の 議 会 は ６ 月 定 例 会 で す次 の 議 会 は ６ 月 定 例 会 で す
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